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    AI による産業用ロボット等の動作異常検知技術 

生産ラインでさまざまに変化する動作パターンを正確に判断 

技術分野分類  １２０２：知覚情報処理                  
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内 
 
 
 
 
 

容 

概  要 

生産ラインにおいて、ワークの重量等のセンサー情報により、繰り返し動作

のパターンを都度変えるような産業用ロボットの動作異常を高精度に判断す

ることができる新しい AI 検知技術を開発した。 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

従来の動画による動作の異常検知技術では、AI 生成画像と実際のカメラ画

像との差を異常スコアとするため、動作パターンが大きく変化する場合は、正

常に動作していても異常と誤判定する課題があった。開発した技術では、生成

画像とその特徴量を算出し、また実際のカメラ画像からその特徴量を算出し、

2 つの特徴量の差を異常スコアとすることで、動作パターンが大きく変化した

場合でも正常と判断することが可能である。 

本技術の 

有用性 

本技術を用いれば正常動作の映像から AI 学習することで、変化する動作パ

ターンに対応できるようになるため、さまざまな生産ラインの状態監視の自動

化に有用である。 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

 

 

 

 

 

    図１ 従来技術          図２ 開発技術 

適用可能製品 深層学習による AI ソリューション 
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